
【プログラム】
第一部　金井喜久子物語  ～ 音楽と沖縄に捧げた人生 ～

朗読　宮城さつき
＜休憩 15分＞
第二部　金井喜久子ピアノ作品コンサート

ピアノ：高良仁美　　解説：三島わかな
　♪ ブラジルラプソディー（1955）
　♪ アダージョとアレグロ（1960）
　♪ 琉球カチャーシー（1955）

大阪大学音楽学研究室 ｘ 金井喜久子プロジェクト実行委員会

ご予約はこちらから ☜MAP

メールフォームが開きます開かない場合は
kanaikikukoproject@gmail.com
にメールにてご予約ください

公式インスタグラムをフォローください
Please Follow Us
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入場無料先着 100 名要予約

朗読
　

朗読
　宮城 さつき宮城 さつき

7 月 19日（土）
14 : 3014 : 30 開場  15:00 開演
大阪大学中之島芸術センター

ピアノピアノ
    高良 仁美高良 仁美

司会　司会　末吉甘奈
末吉甘奈 解説解説 

   三島 わかな

三島 わかな

特別協賛



1906年、沖縄県宮古島に生まれる。幼少より沖縄伝統音楽に親しむも、沖縄県1906年、沖縄県宮古島に生まれる。幼少より沖縄伝統音楽に親しむも、沖縄県
立高等女学校（のちに、ひめゆりで知られる一高女）在学中に西洋音楽に触れ立高等女学校（のちに、ひめゆりで知られる一高女）在学中に西洋音楽に触れ
たことが人生を決定づける。卒業後、東京に出て日本音楽学校の声楽科を卒業たことが人生を決定づける。卒業後、東京に出て日本音楽学校の声楽科を卒業
したが、沖縄音楽の普及に使命感を抱き、さらに東京音楽学校選科（作曲）（現したが、沖縄音楽の普及に使命感を抱き、さらに東京音楽学校選科（作曲）（現
東京藝術大学）で、下総皖一、呉泰次郎、尾高尚忠、平尾貴四男らに学び、日東京藝術大学）で、下総皖一、呉泰次郎、尾高尚忠、平尾貴四男らに学び、日
本人の女性作曲家で最初に交響曲を作曲したとされる。以後東京を中心に幅広本人の女性作曲家で最初に交響曲を作曲したとされる。以後東京を中心に幅広
い分野での活動を精力的に続け、日本交響楽団（現NHK交響楽団）などの演奏い分野での活動を精力的に続け、日本交響楽団（現NHK交響楽団）などの演奏
による交響曲や室内楽、舞台音楽（宝塚歌劇団公演）、オペラ「沖縄物語」などによる交響曲や室内楽、舞台音楽（宝塚歌劇団公演）、オペラ「沖縄物語」など
を次々と発表していった。また、ひめゆり学徒の先輩にあたることから、晩年を次々と発表していった。また、ひめゆり学徒の先輩にあたることから、晩年
はひめゆり平和祈念資料館建設のためのチャリティーコンサートを各地で開催。はひめゆり平和祈念資料館建設のためのチャリティーコンサートを各地で開催。
生涯を音楽と沖縄に捧げた作曲家だった。生涯を音楽と沖縄に捧げた作曲家だった。

名誉委員長　稲嶺惠一（元沖縄県知事）名誉委員長　稲嶺惠一（元沖縄県知事）
音楽と沖縄に生涯を捧げた金井喜久子の功績を讃え、生誕 120 年にあたる 2026 年を視野に、音楽コンサー音楽と沖縄に生涯を捧げた金井喜久子の功績を讃え、生誕 120 年にあたる 2026 年を視野に、音楽コンサー
トやその人生を語る舞台朗読、再評価のためのアカデミックなイベントを通し、彼女の世界を広く発信してトやその人生を語る舞台朗読、再評価のためのアカデミックなイベントを通し、彼女の世界を広く発信して
いくことを目指して活動しています。公式インスタグラムのフォローをお願いいたします。表面にQRあり。いくことを目指して活動しています。公式インスタグラムのフォローをお願いいたします。表面にQRあり。

金井喜久子プロジェクト実行委員会金井喜久子プロジェクト実行委員会

沖縄県浦添市出身。元琉球朝日
放送アナウンサー。14 年間夕
方のニュース番組でキャスター
を務め、ディレクターとして制
作したドキュメンタリー番組で
は日本放送文化大賞グランプリ
候補として選出された他、プロ
グレス賞最優秀賞、テレメンタ
リー年間優秀賞を受賞。2010
年よりフリーランスにて、ドキュ
メンタリー番組や映画のナレー
ション、舞台朗読、MCなど全
国で活動中。
舞台朗読「沖縄可否の会」代表。

出演者プロフィール出演者プロフィール
沖縄県本部町生まれ。東京を拠
点にソロリサイタル、室内楽、
オーケストラと多岐にわたる活
動を展開。金井喜久子ピアノ曲
全集《琉球カチャーシー》は世
界初録音でリリースされ、レ
コード芸術誌上で特選盤、朝日
新聞や日本経済新聞で推薦盤と
して紹介される。管楽作品集《沖
縄の響き》、またピアノ五重奏
曲もリリース。金井作品におい
て、第一人者として高い評価を
得ている。沖縄タイムス芸術選
賞 2002 年度奨励賞、2010 年
度大賞を受賞。

1970 年、沖縄県那覇市生まれ。
芸術学博士。近現代日本の音楽
文化史を専門とする。現在、沖
縄県立芸術大学、名桜大学、沖
縄大学で教鞭を執る。主著に
『近代沖縄の洋楽受容～伝統・創
作・アイデンティティ』（森話社
2014）、『沖縄芸能のダイナミ
ズム～創造・表象・越境』（七月
社 2020）、『メディアのなかの
沖縄イメージ～文化創造の 100
年』（七月社 2025）他がある。
第 31 回沖縄文化協会賞受賞
（2009年）。

沖縄県浦添市出身。1992 年よ
り琉球放送に在籍し、うちなー
方言講座の番組や、夕方ニュー
スの天気キャスターなど RBCテ
レビ・ラジオに出演。その他 BS
日テレにてナレーションを担当。
現在もフリーランスで司会、舞
台朗読と「声」の仕事を続けて
いる。その他、企業と地域をつ
なげる内閣府認定地域活性化プ
ロデューサーとしても活動中。

お問い合わせ　kanaikikukoproject@gmail.com 

輝輝かしいかしい未来未来がが沖縄沖縄にありますようににありますように

【朗読】宮城 さつき　フリーアナウンサー金井喜久子プロジェクト発起人
【ピアノ】高良 仁美　ピアニスト 【解説】三島 わかな　洋楽受容史研究者 【司会】末吉 甘奈　フリーランスアナウンサー

 金井 金井（旧姓 川平）（旧姓 川平）喜久子喜久子についてについて

シンポジウム「金井喜久子研究の可能性」
～所蔵史資料、教育環境、作曲理論、作品分析、作品受容の観点から～

　　【日時】2025年 12月 13日（土）午後３時開催予定
　　【会場】アイムユニバース　てだこホール市民交流室　〒 901-2103 沖縄県浦添市仲間 1-9-3

入場無料
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